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本マニュアルの対象ユーザ
本マニュアルはInfraCenter for Workgroupsを使用する全企業を対象に書かれてい
ます。

本マニュアルの対象読者は以下のとおりです。
• InfraCenter for Workgroupsのインストール担当者
• InfraCenter for Workgroupsの全体像を把握する必要があるユーザ

本マニュアルの使用目的
本マニュアルの内容は以下のとおりです。
• InfraCenter for Workgroupsアプリケーションのアーキテクチャ
• InfraCenter for Workgroupsをはじめてインストールする方法
• 旧バージョンのInfraCenter for Workgroupsからバージョン4.2.0へのマイグレー

ション方法
• InfraCenter for Workgroupsの導入手順

 概要
序文
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InfraCenter for Workgroupsは、ライフサイクルを通した企業資産の管理を可能に
するソフトウェアスイートです。

InfraCenter for Workgroupsは、以下の統合アプリケーションから構成されていま
す。
• AssetCenter

AssetCenterには、データベースおよび複数のプログラムが含まれています。
AssetCenterでは以下のような内容を管理することができます。
• 調達
• 契約
• ヘルプデスク
• メンテナンス

• Connect-It

Connect-Itは、InfraCenter for Workgroupsを構成するアプリケーション間の統
合の一部を管理します。

• Desktop Administration Server

Desktop Administration Serverは、AssetCenterクライアントから起動される導
入ワークフローのインスタンスを実行します。

• Remote Control

1  アーキテクチャ
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Remote Controlでは、AssetCenterクライアントから直接、またはRemote Control
のManagerコンポーネント経由で、リモートコンピュータをコントロールす
ることができます。

• Desktop Agents

Desktop Agentsには、クライアントコンピュータにインストールされるエー
ジェントが含まれています。これにより、クライアントコンピュータはRemote
ControlおよびDesktop Administrationと対話できるようになります。

Desktop Agentsにはメッセージ／ニュースエージェントも搭載されています。
• AssetCenter Web

AssetCenter Webは、InfraCenter for Workgroupsクライアントをコンピュータ
にインストールせずに、InfraCenter for Workgroupsデータベースおよび
InfraCenter for Workgroups機能にWEBブラウザ経由でアクセスすることを可
能にします。

以下の図は、InfraCenter for Workgroupsを構成するアプリケーションがどのよう
に統合されているのかを示しています。
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図 1.1. InfraCenter for Workgroups - アーキテクチャ

AssetCenterによる資産管理
AssetCenterデータベースは、コンピュータの詳細情報などのあらゆるデータを
格納します。

AssetCenterクライアントおよびAssetCenter Webは、AssetCenterデータベースに
アクセスするためのインタフェースとなります。
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Remote Controlによるコンピュータのコントロール

図 1.2. InfraCenter for Workgroups - コンピュータのリモートコントロー
ル

Remote ControlのManagerコンポーネントは、ターゲットコンピュータをコント
ロールするためのコンソールの役割を果たします。

リモートコンロールの実行手順は以下のとおりです。
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 Managerコンポーネントはターゲットコンピュータのリモートコントロール
用サーバへコントロール要求を送信します。

 サーバはターゲットコンピュータに関する情報を取得します。

 Managerコンポーネントはターゲットコンピュータに対してリモートコント
ロールを実行します。

Desktop Administrationによる導入操作
導入操作の例として、ターゲットコンピュータのグループに対して実行するス
キャンなどがあります。スキャンを実行する場合、Desktop InventoryやInfraTools
Desktop Discoveryを使用します。
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図 1.3. InfraCenter for Workgroups - 導入

導入操作では、以下のコンピュータが使用されます。
• コンソールの役割を果たすInfraCenter for Workgroupsクライアント。InfraCenter

for Workgroupsクライアントでは、導入ワークフローチャートを作成し、使
用する導入サーバと導入ワークフローのインスタンスを宣言します。これら
のオブジェクトはそれぞれInfraCenter for Workgroupsデータベースに格納され
ています。
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• 導入サーバ。InfraCenter for Workgroupsデータベースに格納されたターゲット
コンピュータのリストに対して導入ワークフローのインスタンスを実行しま
す。

• 導入ターゲット。導入の対象となるコンピュータのことを指します。
InfraCenter for Workgroupsデータベース内でターゲットコンピュータを宣言す
ることにより、管理コンソールおよび導入サーバはターゲットコンピュータ
にアクセスできるようになります。Desktop Agentsエージェントをターゲッ
トコンピュータにインストールしておく必要があります。

導入操作の手順は以下のとおりです。

 AssetCenterクライアントは導入サーバへ導入要求を送信します。

 導入サーバはターゲットコンピュータに関する情報を取得します。

 AssetCenterクライアントの秘密キーとターゲットコンピュータの公開キーが
適切である場合、ターゲットコンピュータは導入を許可します。

 導入サーバはターゲットコンピュータに対して導入を実行します。

 導入サーバはターゲットコンピュータから導入の結果を取得します。

／  Connect-Itを使って、Desktop Administration ServerデポからAssetCenterデー
タベースへ導入結果を転送します。
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最適環境
InfraCenter for Workgroupsを最適な環境で使用するための必要条件は、以下のと
おりです。
• NTドメインに集められたコンピュータグループがある。
• TCP／IP接続のIDesktop Agentsエージェントがインストールされている。
• Windows NT上にConnect-Itがインストールされている。

上記の環境では、InfraCenter for Workgroupsアプリケーションのすべての機能が
動作します。

InfraCenter for Workgroupsアプリケーションのサブコンポーネントの中には、上
記の環境以外の環境をサポートするものがあります。サポート可能な環境の一
覧については、InfraCenter for Workgroupsアプリケーションのインストールガイ
ドを参照してください。

2  はじめてのインストール
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InfraCenter for Workgroups の各アプリケーションを
インストールする

AssetCenter Webを除くInfraCenter for Workgroupsコンポーネントはすべて、共通
のインターフェイスからインストールできます。AssetCenter Webは、別のイン
ストール用CD-ROMからインストールします。

各アプリケーションのインストール方法については、以下のマニュアルを参照
してください。

コンポーネント マニュアル名
AssetCenter AssetCenterのマニュアル『インストール』
Connect-It Connect-Itの『ユーザガイド』、「インストール」の章
Desktop Administration Server AssetCenterのマニュアル『Desktop Automation』、

「Implementing the Desktop Administration module」の章、
「Installation」の節、「Installing the deployment server」の
項

Desktop Agents AssetCenterのマニュアル『Desktop Automation』、
「Implementing the Desktop Administration module」の章、
「Installation」の節、「Installing the agents」の項

Remote Control Remote Controlの『ユーザガイド』、「インストール」の
章

AssetCenter Web マニュアル『AssetCenter Web』

以下の表は、どのコンピュータにどのコンポーネントをインストールする必要
があるのかを示しています。

コンピュータ インストールするアプリケーショ
ン

インストールするアプリケーショ
ンコンポーネント（推奨）

AssetCenter クラ
イアント

AssetCenter AssetCenter Serverを除く全コン
ポーネント

Remote Control Remote Control Manager
データベース
サーバ

インストールする必要のあるコン
ポーネントはありません。

ただしAssetCenterデータベースを
作成する必要があります。

導入サーバ Desktop Administration Server 全コンポーネント
Connect-It 全コンポーネント
AssetCenter AssetCenter Server

Remote Control
Server

Remote Control Remote Control Server
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コンピュータ インストールするアプリケーショ
ン

インストールするアプリケーショ
ンコンポーネント（推奨）

ターゲットコン
ピュータ

Desktop Agents 全コンポーネント

 注意:

必要なコンポーネントのみをインストールしてください。
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InfraCenter for Workgroups 2.0.1からバージョン4.2.0
へのマイグレーション

AssetCenter 3.0.2からAssetCenter4.2.0へのマイグレーションと同じ要領で、
InfraCenter for Workgroups 2.0.1からバージョン4.2.0へのマイグレーション作業を
行います。

詳しくは、AssetCenter 4.2.0のマニュアル『マイグレーション』を参照してくだ
さい。

InfraCenter for Workgroups 3.0.0からバージョン4.2.0
へのマイグレーション

以下の手順に従って、マイグレーション作業を進めます。
1 旧バージョンのInfraCenter for Workgroupsの各アプリケーションのバックアッ

プコピーを作成します。
2 以下に挙げる旧バージョンのアプリケーションをアンインストールします。

• Connect-It

3  旧バージョンからのマイグレー
ション
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• Remote Control
• InfraCenter for Workgroups Online

3 AssetCenter 3.6.0からAssetCenter4.2.0へのマイグレーションと同じ要領で、マ
イグレーション作業を行います。

詳しくは、AssetCenter 4.2.0のマニュアル『マイグレーション』を参照してく
ださい。

4 はじめてのインストールと同じ要領で、次のアプリケーションをインストー
ルします。
• Connect-It
• Remote Control
• Desktop Administration Server
• Desktop Agents
• AssetCenter Web

詳しくは、本マニュアルの「はじめてのインストール」の章を参照してくだ
さい。
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1 InfraCenter for Workgroupsの各アプリケーションの機能を把握します。
2 どのアプリケーションをインストールするのかを決定します。
3 インストールする各アプリケーションの制約点を考慮に入れつつ、必要な動

作環境を指定します。
4 インストールの対象となるコンピュータを指定します。
5 少なくともAssetCenterクライアント一つをインストールします。
6 AssetCenterデータベースを作成します。
7 サーバ上に他のアプリケーションをインストールし、パラメータを設定しま

す。
8 ターゲットコンピュータにエージェントをインストールします。

4  導入
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